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令和元年１０月２８日（月）

	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	中川　敬彦
	学校教育課　主任主事
	土井　直樹

	生涯学習課長
	中川　晃代
	生涯学習課　副主幹
	佐藤　昇用

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	学校教育課　副主幹
	児嶋　佳高
	
	

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	学校教育課　副主幹
	安本　薫
	
	

	学校教育課　主査
	福島　佳代
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　向山　正裕

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：０人
	
	
	
	
	


議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	令和元年第10回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第1号
	東かがわ市立学校設置条例の一部を改正する条例について

	日程第６
	議案
	第2号
	東かがわ市奨学金貸与規則の一部を改正する規則について

	日程第７
	議案
	第3号
	東かがわ市特別支援教育支援員の設置に関する要綱の一部を改正する告示について

	日程第8
	議案
	第4号
	令和２年度入学する学校の変更申請者の承認について

	日程第9
	協議
	第１号
	温水プール建設基本構想（案）について

	日程第10
	報告
	第1号
	白鳥小中学校における標準服等について

	日程第11
	報告
	第2号
	平成31年度学校訪問を終えて


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後 　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、向山委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　令和元年第10回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、10月（９月26日から10月28日）に出席した行事等について報

告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　に東かがわ市立学校設置条例の一部を改正する条例について
　学校教育課・児嶋副主幹が概要説明。

<質疑>

○　特になし。　　　

■日程第６　議案　第２号　東かがわ市奨学金貸与規則の一部を改正する規則について
　学校教育課・福島主査が説明。

<質疑>

○　山本委員　　　　9月の定例議会でも質問が出ていた時期を早めて、承認の関係もおっしゃっていましたのでそれはよいと思いますが、加えて他県の例で、奨学金の月額2分の１を支援する、最大2万円までにするなどがありますが、そんな変更は考えていないのでしょうか。

○　教育長　　　　　今は、貸与の形ですので返還の必要のないかたちにならないか、前から希望がありました。利用している学生の数が非常に少なく、高校卒業生の約半分ほどが大学に進学していますが、そのうち6割ぐらいが奨学金を受けています。その中のごく一部、平均で5人くらいしかいません、人数が少ないのでそこだけを給付にすると非常に不公平感がありますし、子どものＵターンには繋がらないので、もう少し大くくりで、奨学金を受けている人全体をカバーできるような制度など、市として全体で考えていく方向です。総務課や地域創生課が中心にはなりますが教育委員会も含めどのような制度にするのか、今回はできるところだけ、少しでも利用者を増やしてもらうよう、説明のとおり、時期や書類を緩和するなどになっています

○　山本委員　　　　分かりました。

■日程第７　議案　第３号　東かがわ市特別支援教育支援員の設置に関する要綱の一部を改正する告示について
学校教育課・岸本副主幹が説明。

<質疑>

○　山本委員　　　　820円から900円にした根拠はありますか。

○　岸本副主幹　　　市の賃金表から昨年度は考慮して900円に上げました。

○　山本委員　　　　分かりました。

■日程第８、９は非公開とする

■日程第10　報告　第１号　白鳥小中学校における標準服等について

学校教育課・児嶋副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　小学校のランドセルですが中学生と同じ物でもよいのではないかと思います。一貫校ゆえに23ページの小学校の冬の中着を中学校と同じように記載すればよいと思います。

体育館シューズと上靴をわざわざ替えるのはどうしてか。一緒でよいのではないかと思います。

○　教育長　　　　　なぜそうするのかを保護者に説明できなければいけないと思います。

ランドセルなど1年生はもう準備している人がいるので急にやめるのは無理ですが今後検討したらと思います。

○　山本委員　　　　体育館が生徒だけでなく一般も使用するのであれば約束事で運動用のシューズに履き替えるのであれば替えるのは仕方がないのかと思いますが。

○　中川課長　　　　分けるのは土の話があるからだろうと思います。もう一度学校で検討させていただきます。

○　樫原委員　　　　靴下の色については意見は出ていませんか。

○　児嶋副主幹　　　出ています。黒か白かとういところです。

○　中川課長　　　　今後どのように保護者等から意見をいただくか、例えば部会から、もしくは協議会へかけるのか、反響は広くなっていくと思いますので、一度こちらのほうで調整させていただきます。

○　向山委員　　　　家庭との連携なので学校だけでは難しいところがありますね。

保護者や地域の意見も聞いて決めていただきたいと思います。

■日程第11　報告　第２号　平成31年度学校訪問を終えて

学校教育課・安本副主幹が説明。

<質疑>

○　向山委員　　　　これについては、ここでの説明で終わりでしょうか。

○　安本副主幹　　　次回の校長会で各学校に伝えます。

○　向山委員　　　　30ページ、最後の基礎･基本の定着に向けて、少人数指導体制を整え、習熟度別の授業等、きめ細かい指導を実践している学校も見られる。見られるではなく出来なければならない。ここが気になりました。それから32ページの校務支援システムで、家庭での作業が市内全部で30人分と聞いています。中学校はこの時期調査書、成績処理など家に帰ってするのに家ではすぐには開けないと思います。もう少しサーバーの許容範囲を増やせないものかと思いますが。これであれば早い者勝ちになってしまいます。働き方改革が何かというと、先生方を楽させるのではなく、本来の教育を達成するための対応だと思うので、それであればもう少しパソコンの立ち上げ範囲を広げておかないと土曜日、日曜日に出てくると思います。これについてはどうでしょうか。

○　安本副主幹　　　システムについては導入時に調整した中で決定し、パッケージになっておりますので、今の現状ではなかなか増やすことはできません。学校からもその話は聞いておりますが業者には確認できておりません。予算もかかりますし。

○　向山委員　　　　それは業者との契約をしているということですか。

○　安本副主幹　　　はい契約上の問題もあり、増やすとなれば予算もかなりかかります。

○　教育長　　　　　基本的には持ち帰って仕事をしないということを前提にしていますので。

○　安本副主幹　　　導入している他市の状況を勘案させていただいての結果ですが。

○　向山委員　　　　これで納得できていますか。

○　教育長　　　　　不平不満が出ています。

○　中川課長　　　　もう一度確認し適正な確保、当然費用がいるようであればその対応をさせていただきたいと思います。

○　向山委員　　　　使わない月もあるとは思いますが。

○　山本委員　　　　33ページの表ですが、白鳥小学校、本町小学校で、個人指導を受けた率が100で、逆に引田が、28.6とかですがこの数字はどういうことを意味しているのか。100パーセント受けるのが良いのでしょうか。

○　安本副主幹　　　出来るだけ個人の指導を取れるような機会としてこの学校訪問を設定しています。ただ、教職員が増えれば増えるほどなかなか個人指導の時間が生み出せなくなり難しくなって、学校によっては隔年にしている所もあります。

○　山本委員　　　　白鳥小学校は24年からずっと100パーセントの数字が入っています。

○　安本副主幹　　　市の教科指導員を活用していただいで、学校の方針として出来るだけ個人指導を受けさせようとしていただいています。

○　山本委員　　　　31ページ、（３）の生徒指導面、2行目、聞く姿勢を意識づけや、32ページ中程に学習規律の徹底というので、姿勢というのがあり、学校訪問を終えて何度か言いましたが、書く姿勢については、正しく書く姿勢があり、椅子に座って足を床に付け、背筋を伸ばすと、お腹と机の間に拳が一つ入る。その状態で書けば良い。授業参観した中で、書く姿勢が悪い、姿勢を正してと言う声を聞いたことがありません。ですから校長会の時にでも聞く姿勢も大切ですが、書く時にもきちんとした姿勢で書くように伝えてもらいたいと思います。

○　安本副主幹　　　1年生は、書き方の教科書にも載っていますね。

○　大久保委員　　　姿勢も大切ですが、机と椅子の高さも体によって変わってくるので、子ども達も気がつかないのかもしれませんが、よく気がつく先生方は、椅子や机のサイズを子どもに合わせて変えて下さる先生もいますが、その条件を揃えないといけないのではと思いました。32ページの教材教具を活用すると言うことですが、いろいろな先生方からあまり使えていないと聞いてがっかりしました。個人で持たなければいけない物はやはり靴や服装の時と同じで経費がかかるので、いる物に経費をかけるのは親としても不満はないと思いますが、お金をかけて持たせてもそれが使ってないのはおかしいと思うので、今までの慣例はおいといて必要かどうかをきっちり精査していただきたいと思います。

○　中川課長　　　　学校で備えなければいけない物と家庭で備える物とを精査し、使えない物を購入しても仕方ないので、来年度は精査していきたいと思います。就学支援の中で、物品も踏まえて検討中であります。
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